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 開催概要  

 

自然 人間 共生 ～ 育 生物多様性 生 ～ 

 

. 開催趣  

地球規模 気候変動 自然環境 新型 感 症  

人類 威 喫緊 解決 課題 増 い 生物多様性  

真 自然 人間 共生 実現 民 及啓 使  

団体 連携 業 実施  

 

.主催 国際花 博覧会記念 会 

社 動物園水族館 会 

社 物園 会 

 

.後援 農林水産省 国土交通省 環境省 

 

. 時 和 水 午後 時～ 時 10  

※ 配信 実施 

 

. 第   岩槻邦男 東京大学 誉教授 2016 国際賞 賞者 

主催者挨拶 山博昭 ( )国際花 博覧会記念 会専 理   

調講演  山極壽一  総合地球環境学研究所所長 

生物多様性 私 希望  

憩  

 

 

川  篤  物園 会理 東京大学大学院理学系研究 附属 物園園長  

共生 育 物 多様性  

秋葉 紀 JAZA生物多様性委員会 計画管理者 富山  

生息域外保全 通 知 自然 人 わ  

橋  佳延 兵庫県立人 自然 博物館 自然 環境再生研究部主任研究員 

身近 " " 舞 人 自然 組  

 

記  ＋  湯 貴和 京都大学 誉教授 

 

.実施場所/実施形態 

Zoom 無観 WEB配信 実施  

 

. 前 録者 360  
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ッ ー   

 

 

岩槻 邦男 

東京大学名誉教授、2016年コ モ 国際賞受賞者 

 

 

皆  

国際花 博覧会記念 会 動物園水族館 会 物園 会 いう

益法人 共催 自然 人間 共生 開催 大変う 思い

活動 果 挙 法人 人 自然

共生 いう共通 理念 向 働 大変意義深い  

 人 自然 共生 伝統的 人 生 方 語 直 表現

自然 人間 資源 考え 西洋 言葉 表現 い概念 地球規模

考え う 現 人 言葉 理解 常 生 方 う

概念 見失わ い  

 人 自然 共生 いう概念 考え 回 う一 表現

生物多様性 いう柱 設定 い  

 生物多様性 いう表現 使い始 半世紀 認識 い

言い い用語 言葉 少 い 人 生物多様性

一要 生 人 進 全過程 通 実 人 暮

自然 共生 い 間 問題 う 人 営 自然 害 及 大

問題 自 自身 課 う え 地球規模 気候変動 新型

地球規模 人 最近 異常 自然 人

語 警告 う 生物多様性 付 合い方 い 最近 持続的 利用

いう言い方 使わ い 生物多様性 人 関 人 資源 間柄

置 換え 考え 利用 保全 差 引 い いう損得 定 合わ

追 い 持続性 確立 い う 大昔 祖様 自然 共生

生 方 意識 実践 列島 自然 う 保全

史的 実 考え う  

 大 問題 向 大変興味あ 題 組 合わ 組

い 私 講演 後 続 聞

い わ わ 期待 い  

 法人 共 主体 初 問題提起 手始 後

いい 組 人 自然 共生 概念 強 認識 地球規模 展開 い

作 育 力 期待 作 側 人々 献

期待 参 い 人々 問題 い 自 考え

志向 周辺 拡 い 行動 祈念 挨拶 い

あ う い  
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主催者挨拶  

 

 

片山 博昭 

公益財団法人 国際花 緑の博覧会記念協会 専務理事 

 

 

 

第 回自然 人間 共生 参 誠 あ う い

全国 300 超え 多 い 大変う 思い 一人

一人 心 感謝申  

 国際花 博覧会記念 会 動物園水族館 会 物園 会

初 連携 行う 益法人 生物多様性 保全 自然環境 保

全 自然 人間 共生 目標 目的 い 団体 あ 連携 相乗効果

揮 い い 考え  

 記念 第 回目 自然 人間 共生 ～ 育 生物

多様性 ～ 題 山極壽一 生 調講演 湯 貴和 生

い 専門 生方 地球環境 影響 及

要 要因 あ 気候変動 生物多様性 い 理解 深 視聴者 皆様

来 進路 い い 考え  

 最後 参 い 皆様 後 益法人

引 続 支援い う 願い い 私 挨拶 い

あ う い  
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基 調 講 演  

 

 

 

地球 現状 生物多様性 い  

 ＷＷＦ 生 い 地球 2022 生 い 地球指数 世界全体 脊

動物 5,230 種 万 2,000個体群 50 間 い動物 減少 調査 行わ

 

1950 2018 約 70 間 均 69％ 脊 動物 減少 いう驚 結果 出

い 地域 中 米 一番多 95％ 66％ 55％ 半 地

域 減 い 原因 生息地 劣 損失 乱獲 外来種 持 込 汚 気候変動

疾病 原因  

 国際賞 賞 氏 生物多様性 新型

等 人獣共通感 症 病原体 伝播 軽減 証明 生物多様

性 高い生態系 病原体 温床 得 拡 防 希釈効果 存

いう 人間 感 い 生物多様性 保持

必要 いう  

 新型 拡大 微生物 存 改 再認識 人間 地

球 支配 い う 目 見え い 微生物 地球 支配者

    

人間 遺伝子 ％ 来 水 感 遺伝子伝遉 生動物

遺伝子 組 込 い 人間 活動 気候変動 生態系 破壊 生物

多様性 減少 変異 起 家畜 人間 感  

 私 新型 似 出血熱 遭遇 中間宿主

新型 感 源 言わ い

潜 期 似 い 出血熱 死率 高 感 者 亡

新型 死率 割 無症状 多い 飛沫感

あ いう間 感 い  

 人間 感 う 中間宿主 手付 熱 雨

林 夜行性 昼行性 出会う機会 い

近 森林 実 木 減 共通 好

木 出会う 多 木 寝 い 来 飛沫

飛 感  

現地 現金収入 得 方法 肉

都会 出 感 い 人間 接触感 あ 人間

生物多様性 私たち もた して 希望  

 

山極 壽一 総合地球環境学研究所所長  
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森林 経済 持 込 い 人間 密集 大集団 作 動

強 変異 起 人間 感 能性 高  

 人間 80億 超え 100 間 倍 家畜 数 増 ワ

500億 結果 家畜 人間 食 牧草地 畑 陸地 割 超え 生動物

い 場所 人工林 含 地球全体 割 残 機的状況 あ  

 あ う 1950 降 指標 急激 増 大

影響 出 いい 特 世界 均気温 1.1℃ 懸念

海面 高潮 洪水 豪雨 熱中症 食料 足 特 海洋生態系 陸 生態系

生物多様性 損失 い 将来 大 威    

氏 提唱 九 地球 限界 表 指標 生物多様

性 環 気候変動 限界値 超え 指標 機的状況

あ 生物多様性 地球 環境 機 関  

 

霊長類 生物多様性 

 私 40 調査 側 生物多様性

要 考え い 思い  

 類人猿 地 黒い部 現 生息 い い範

地球環境 温暖 示 い 熱 雨林

あ 地球環境 冷涼 森林性 動物 逃 込 避 林

地 山地 限定 い

表 大型 哺乳類 多様性 高 生物体 大 い いう特徴 持

い 哺乳類 食 種子 行わ 大型哺乳類 行動

森林 維持 再生 い  

 大陸 地 濃い部 霊長類 種 多様性 高 赤遈 走

い 熱 雨林付近 部 霊長類 種類 い 域 持

い 赤遈 緯度 高 従 森林 減 砂漠 多 種

数 少 域  

 類人猿 熱 雨林 特徴的 暮 霊長類 い

私 調査 い 赤遈直 熱 雨林 西 東 暮 い

現 姿 あ 過去 遊い  

 霊長類 6,500 万 前 地球 場 700 万 前 人類 現 中緯

度地 均気温 変動 最近 80 万 間 寒暖 差

非常 変動 い 大型哺乳類 随 域

変 熱 雨林 覆わ い 昔 冷涼 時 森林

逃 込 い 時 経 類人猿 実 追

い 絶滅 種  

2,000 万 前 類人猿 多 種 い 倒 い 種 数 減

現 80 種類 い 類人猿 種類 い 類人

猿 決 種 あ 類人猿 種 数 減 いう 消 能力

繁殖能力 劣 い  
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消 能力 遊い 

 霊長類 地球 現 地 大型 捕食者 い 樹 開拓

最初 夜 樹 暮 い 動物 昼間 大型 鳥 夜

樹 支配 い 鳥 間 挟 細々 生 動物

鳥 う 空 飛 選 体 大 昼間 世界 進

出 鳥 食 進  

 物 鳥 種 遀 い 鳥 食 う 報酬

鳥 食 参 状況 変わ 手 歯 あ 鳥 う

飲 込 空 種 果肉 食 種 親木 捨 う

芽条件 種 育 物 種 飲 込 う工夫 始

 

 実態 々 調査 糞 洗う 種 い い出

類人猿 食 う う 進 物 種 例え 梅 種 う

い 種 あ 種 果肉 剥 い う 一生懸 果肉 食 い

う 飲 う う い 柿 種 似 い あ 滑 流線

形 果肉 食 い う 飲 込 い う 種 物側 工

夫 作 う 実際 糞 種子 芽 い  

 熱 林 い 共通 好 食 果実

あ う 種 準備 色 変え 匂い

寄 熟 う 果実 食 強い胃 持 い 食

い 熟 果実 食 い 追い

い  

 葉 果実 遊い食 困 物 維 身 固 硬い性

質 持 毒物 消 阻害物質 食 い う い 解 胃

共生 い 解 い

う酵 持 毒物 解 飼 い 葉 食

胃 中 飼う いう種 い 大

葉 食 一方 体 大 大 細菌 貯

物 維 解 劣 追い い  

 

種類 環境 社会 遊い 

 現 大陸 赤遈直 西 東 種類 い 私

う 種類 調査

標高 生息 い わ 生息 い 場所 遊い

いう一番標高 高い 4,000m 級 山

2,500m級 600ｍ級 海岸 近い

生息 い 標高 異 生 異 食 全 異 社会

随 遊 い  

火山群 火山 立 い 標高 4,000ｍ 5,000ｍ近

高い山 連 標高 高い 森林 あ い 地

草 食 一方 熱 雨林 大木 茂 覆わ 主食 木
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食 い  

標高 比 食物 種数 全 遊う 特 果実 種数 遊い

い 山地 果実 あ 食 い 果実 極

端 少 地 行 従 増え 食物 種数 多 いう傾向 あ  

比較 糞

容物 観察 半 い 糞

果実 種子 含 糞当 果実 種数 一方

全 糞 果実 種子 含 糞当 果実 種数 多い  

 逿動域 大 食物 遊い 変わ う 高地 地 比較 果実

少 い高地 方 大 い う 逿動域 変え全体

当 あ 変わ 高地 果実 実 い 地 性 草

食 草 再生 時間 一 食 地域 何 経

戻 逿動域 地 主食 食

実 地域 何度 繰 返 使う 逿動域 食戦略

地 高地 随 異  

 

高地 地 子 長 遊い 

高地 地 子供 長 遊う

比 う 乳児期 長 子供 時期

長 長 遅い いう わ  

 2005 い 集中 調査 い 前 調査

い 子供 長 速度 比  

地 高地 体 確 長 遅

い 士 大

出 子 い 高地 い

地 い い い 地 高地

随 遊い

い 地 あ い

完全 う背中 白 い 地 う

子供 い  

大人 う い い体 地 長

時間 わ 地 出産間隔 長

高地 生息 調査

い 赤 い 吸 い 間 妊娠 い 地 出産間隔

長 わ  

 

群 生 様々 社会性 

 高地 地 均的 群 変わ 高地 大 群

作 大 群 複数 含 一方 地 群

頭 複雄群
う

雄群
う

高地 地 遊い  

 高地 子供 殺 子殺 現象 あ 特
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群 子殺 非常 頻 い 複数

集団 複雄群 作 多い 一方 子殺 率 非常 い

雄群  

 群 暮 理 1980 21世紀 始 多 霊長類学者 調査

群 暮 大 持 妊娠 赤

中 育 産 授乳 身動 自 捕食者 狙わ 群

作 あ  

群 作 参 一 暮 出 う

い い 子供 産 い 子供 殺 乳 止 情

度 交 自 子供 残 いう戦略 出 出 う

特定 自 子供 保護者 いう う 様々 社会性 生 群

編 大 影響 え い わ  

 

子殺 い  

 子殺 最初 見 京都大学霊長類研究所 杉山幸丸 生

ワ 自 子供 残 抱え い 子

供 殺 哺乳類 中 霊長類 非常 多 見 特徴 いう

わ 子殺 起 種 起 い種 あ 種

う 子殺 頻 地域 見 い地域 あ  

子殺 頻 種 特徴 複数 群 作 段

大 い 力 行使 群 外 交 い 情季 い 一斉

情 い 授乳期 情 い いう 挙 全 う

特徴 持 い 地域 子殺 起 地域 起 い地域 あ

生 地域 逿動域 群 中 割合 異

う 関 い  

 16 例 子殺 見 殺 関 全部

乳児 殺害者 外 来 親 出産経験 関 い

子供 核 病気 故 遭 死 群

い い 殺 多い う 子供 殺 半 近 殺害者

交 子供 産 い 残 半 子 亡 群 出会い 際 子

供 殺 い 失う 子供 持 大変 険 いう

 

 一方子殺 い 一 移籍 多

幼児 乳児 移籍 場合 あ 子殺 多い 一 移籍

保護 移籍 い

方 一 移籍 幼児 乳児 一 移籍 場合 全 移籍

殺 乳児 幼児 連 移籍 御法度 いう  

 繁殖速度 子殺 起 地域 高い う 保護 十

う 移籍群 子供 産 初産 齢 出産間隔 短

子供 生 連携 いう 戦略 う  
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子殺 起 環境要因 

 子殺 起 環境要因 調 果実 多様性 関 あ

地 大 群 果実 あ 木 訪問 行 当 う

集団 得 い あ い 裂 い  

 高地 葉食 草食 多 集団 食 食物 十 行 渡

大 群 わ 大 群 いう 群 所属

い 増え 得 う 得 若い 多

気 いい 巡 競合 得 手段 子殺 わ  

高地 い逿動域 必要 例え ワ 1960 45％

保護 畑 転用 い 群 密集 子殺 増え

群 士 出会う頻度 高 結果 若い 暴力 駆使 子殺

増え 子殺 増え 複数 い 群 目標 移籍

多い方 保護 機会 多い 移籍 い 群

大 現象 積 大 群 増え 増え いう

考え  

 子殺 行動 進 特徴 特定 保護者 選択 間 競争

避 移籍 増 大 保護 求 複数 い 群 移籍

う 生 集団 出 い 従来 方式 破 集団 残 近親

間 連携 形 集団 形 あ う

起 い  

 結果 う 言え 地熱 雨林 雄群 一頭 群 多

近 群 近親関 あ 結構仲 あ 喧嘩 山地林

果実 多様性 い生態系 草食 大 群 父親 息子

弟 いう連合 形 人 的 生息地 破壊 集団 密集

い 子殺 進  

生息地 生物多様性 果実 多様 実 雄群 増え 子殺 起

子供遉 長 結論 果実 多様性

逿動距 伸 群 限 多 獲得 う

子殺 抑制 子供 長 遅 い 社会 定 持続性

献 言え  

 

最後  

 生態 様々 学 環境 特 果実 多様性 果実 好

集団規模 限 決 環境 純 集団 膨張 構 変

え人意的 生息域 削減 集団密度 増 特 間 競合性

高 い 生物多様性 種 破滅 向 暴走 止 役割

果 い 生物多様性 い 々 後 要
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プ ン ー ョン  

 

 

 

 

 

 

 

熱 森 花 虫 関  

 東京大学大学院理学系研究 附属 物園 大学 研究教育 特 物園 私 研

究 物園 組 い 保全 組 い 題提供 い  

 私 初 亜熱 熱 森 足 踏 入 花 意外 少 い いう強い 象 持

奄美大島 照葉樹林 花 倒的 多

等い 熱 いう花 あ 乱 咲 いう あ 理

熱 森 林冠 閉 い 林 い 私 温 森 う 春

一面 林 追い う 見  

 熱 物 花 思え い姿 あ 例え 奄美大島

沖縄 あ 葉 形 特徴的 開 葉 変形 苞

包 中 繁殖 幼虫 育 花粉 媒 物 特定

虫 特別 結 目立 い 物 熱 森 構 い

 

 ワ 熱 森 生え い 花 中

仲間 幼虫 生育 花粉 遀 い 私 研究 い 物 特別 関 持 最

一  

 物 好 え 見 い 変わ 花 状態

開 羽 玉 半 雌花 卵 産

産 行 花粉 い い花 実 卵 無駄

雄花 花粉 集 雌花 持 い 付 実 確実

花 卵 産  

 雄花 花粉 集 鱗翅目 虫 持 吻
う

使い 蜜 飲 い う 花

粉 集 行動 意思 あ う 花粉 集 微

鏡 見 吻
う

花粉 い い 雌花 持 い 雌花 花粉

付 い 考え い わ 遺伝的 込 行動 粉

実 確実 花 部 曲 産卵管 差 込 卵 一 産

秋 実 種子 個入 い 幼虫 食 大体 熟 残

四 物 繁殖 回 共生関 立  

 う 物 特別 関 性 持 虫 い 花粉 遀 生 物 士

あ 多様性 高い森 維持 い いう い 研究

 

共生 育 植物の多様性  

 

川北 篤 日本植物園協会理事  
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笠原諸島 固 物 

 当園 笠原諸島 希少 生 物 保全 活動 続 い 花 虫 関 研

究 活 新 い 組 い  

 笠原諸島 東京 1,000km 島 一度 大陸 陸続

風 鳥 海流 生 物 作 特 生態系 全部足 東京 23

面積 物 固 種 120種類 あ 宝 いえ い特別

生態系 開 人 持 込 家畜 食害 競争力 高い外来 物

影響 競争力 弱い固 物 非常 機的 状況 あ  

 生 残 個体 あ 温 技術 確立

種子 芽 挿 木 行 増殖 現地 え戻 いう活動 40 近 続 い

一定 果 い 花 う 虫 粉 種子

実 う 動物 新 い世 更新 い 相互作用

い 情報 足 い 明 組 始 い  

 世界的 物 花 色 白 黄色 赤 紫系 系 各 割

笠原 割 い 物 白色 花 特 物 動物 相互作用 あ 白い花

進 思い 明 組 始 い 生 物

明 機的 状況 あ 笠原諸島 生態系 回 知見 積

い  

 

及啓 組  

 物 虫 関 社会 及 組 い 粉

温 200 蛾 共生関 再現 定着 世

交 繰 返 一 中実 結実 中 一 幼虫 生息 い

共生 展示 共生 研究 果 開 い 観察会等 物 面白 及

活動 続 い  

 多 人 物 色 背 う 動物 食 物 酸 炭 固定

役割 果 認識 い 生 物 面白 あ

明 生 生 見え う 活動 続 生物多

様性 価値 保全 必要 知見 積 い い 考え い  
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JAZA い  

 益社団法人 動物園水族館 会 JAZA 省略 JAZA 動物園水族館

業 展 振興 自然環境 保護 保全 人 自然 共生 社会 実現

向 組 行う 141施設 盟 団体 2014 環境省 生物多様性保全

推進 関 定書 締結 専門的知識 経験 飼育施設 最大限 絶滅 惧種 生

息域外保全 連携 外来種 策 及啓 相互 力 体制 形作 い  

 JAZA 外 産 生動物 保全活動 行 い

長崎県津島 生息 動物 生息数 2000 100 頭

減少 飼育 繁殖 組 い 地 河川 水 生息

大型 鳥類 1971 生最後 個体 保護 生 絶滅 1988 初

繁殖 2005 生息域 活 目的 試験 鳥 開始 現 100羽

超え 生 生息 い  

 

自然環境 

 体 500g 体長 37cm 半球 寒冷地及 高山 約 25 亜

種 い 生息数 徐々 減少 環境省 絶滅 惧 1B類 指定

い  

 固 亜種 最 生息 氷河期 来 来

高山 大 五 生息域 約 1,700羽 生息 い 白山 木

曽駒ヶ岳 い 地域絶滅 特別 回 換羽 行い 冬 間 真 白

春 換羽 進 繁殖期 終わ 再 換羽 行い  

 減少 原因 捕食

高山 物 食害 餌資源 減少 地球温暖 気候変動 営巣環境

生 生息域 縮 考え 々 生活 多様 伴い

山 山 自然 手入 い

高山 進出 捕食者 捕獲 山遈 整備 高山 物 保護

高山 保全 組 行 い  

 地球温暖 大 問題 水資源 確保 要 水 地球 環 い 高

山 雪 氷河 貯蓄 い 高山 奥深い山 人 近 川 地 海

多 動物 生息 水 人々 生活 要 資源 あ 稲作 水力 電 工

チョウの生息域外保全を通して知 自然 人 の わ  

 

秋葉 由紀 JAZA生物多様性委員会 チョウ計画管理者  
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業製品 地球温暖 進 高山 温度 雪 氷河 溶

う 水 いう資源 地球温暖 策 高

山環境 生息地 生 物 多様 自然 い 私 生活 わ

 

  

保全 向 組  

環境省 生息 生 中 保護 施設 生息域外保全 組 始

い 2015 2016 乗鞍岳 卵 動物園 遀 人工孵卵 育雛 行い 14

羽確保 現 園館 外国産亜種

含 11園館 業 力 い  

 飼育 続 中 多 課題 近親交配 避 組 合わ 考え 繁殖

行う 外 従来飼育 鳥類 異 繁殖整理 栄養要求

人工 精 人工授精 精液 保存 始 い  

 動物園 松菜 固形飼料 中心 え い 生 高山 物

食 必要 あ 高山 物 食 い 害物質 多 含

謝 細菌
う

要 役割 持 生 鳥 排泄 盲 糞

中 含 細菌 雛 食 伝播 動物園 卵 入 細

菌 あ 後 細菌 う定着 課題  

 環境 高山 物 業 白馬五流高山 物園 主体 進 い

動物園 ワ 育 い

育 地 え 育 い

条件 変更 必要 あ 高山 物 給餌試験 始 い 初

見 高山 物 好 食 い  

 地域絶滅 木曽駒ヶ岳 50 飛来 生息 生存

い 環境省 試験的 生固体群 活 始

多 生息 乗鞍岳 家族 木曽駒ヶ岳 移送 翌 増え 家族 動物園

繁殖 2020 木曽駒ヶ岳 親子 遀 鳥 晴天

外 高山 最初 緊張 い 様子 餌 食 無 終え  

 業 知 い方 富山 様々 催 行 い

参 い 物 会い 来 い  
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身近 " " 

 禍 再認識 身近 " " 価値 東京都 和 度第 回

都 禍 拡大 伴い 前 比 自然環境 関

意識 う 変 あ いう質問 身近 外空間 園 地 要

性 感 う いう人 実 割  

 博物館 学 通 身近 自然 人 役割 持 い 池 河川 棚

森 山地 好奇心 知 楽 え 来 残 い いう思い

当館 身近 草原 う 物観察会 秋

鑑賞 山管理 指 草原 維持管理 再生活動 実施 い  

 私 暮 街 身近 " " 存 い 都 近郊 あ 生活

中 身近 " " 当館 兵庫県 ワ 中 あ

い  

 う少 近 い 人工的 見 皆様 街 あ 園

崎 西武庫 園 街路樹 造 法面 物 あ 近

隣 学生 連 森 学校 歩い い 風 い 見 あ

身近 " " 魅力  

 近 い あ 近 新築 集合 宅 地

地域 生育 物 種子 育 え 身近 " " う 活用 例  

 々 身近 " " 何 求 い う う人 心地 い" " 多

人 求 い 見 目 過 方 健康 寄 場所 宅 周

園 大 地 心地 地域 愛 存 求 生 物 生態系

い 常的 知 場所 期待 い 生 い 必要 好奇心

ワ ワ 気持 激  

 保 周辺 環境 調和 影響 い 物 必要 岩槻 生

あ 生物多様性 いう言葉 表 場所 身近 " "

い う 生物多様性 遺伝子 多様性 種 多様性 生態系 多様性 観

多様性 いう四 あ い 生物多様性 調和 " " 理想

 

 え 物 要 多 研究者 指摘 い 程度 害 生態系 許容

いう考え方 場所 あ 物 使 作 理想的 人間

一回改変 い 物 多 得 い場所 所 持 必要 あ

身近 " "を舞台 した人 自然をつ 取 組  

 

橋本 佳延 兵庫県立人 自然の博物館 自然・環境再生研究部主任研究員  
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程度 場所 影響 あ 議論 え 物 場所

留 街 え 物 郊外 あ 周 環境 何 影

響 効果 え 能性 あ  

 

地域性種苗  

 注目 い 地域性種苗 地域 あ 物 来 苗 積極的

使い 身近 " " 創出 望 い 最 近い場所 生育 物 種

子 育 苗 え 隣接地 流域 水系 都遈府県 範 距

い 遺伝的 多様性 影響 少 懸念 前 遺伝的 配慮

種 多様性 いう意味 来種 積極的 使い 地域性種苗 遺伝的多様性

配慮 法 禁止 特定外来生物 行 推奨 い侵略性 高い生態系被害防

止外来種 近 使う機会 減 い 専門家 影響 懸

念 外来種 逸出力 強 環境 影響 及 能性 あ 園芸種 使わ い

逸出力 弱い園芸種 使い 外来種 利用 管理 地域 い 来種 使わ

い流 少 変え 地域性種苗 組  

 地 地域 自然 い 来 い 追え

あ 産地 近い場所 個体 来 地産地消 考え 保 地域性種

苗 定義 観 要  

 地域性種苗 用い 計画 身近 作 場所 状況 把握 目標 近隣 自然

学 設定 形作 物 必要 地域性種苗 活用

選定 設計 種子 森 草原 大 え え 終わ

定着 確認 手 育 維持管理 大 関わ

私 自然 関 う 作 出 地域性種苗 用い 例

 検 生物多様性 共生

覧 い  

 身近 周 自然 い 意識 組 来 向

要 子供 私 い 身近 場所 来 物 覆

わ " " あ 来 生物多様性 育 い 必要 考え

い  
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パネ カッ ョン

 

 

 

湯   湯 い 方 題提供 あ 川 花 巡

共生関 送粉 虫 いう花粉媒 者 笠原 希少 物 秋葉

動物園 役割 主 象 生息域外保全 生 遈

筋 い 橋 身近 自然 価値 特 創 地域性種苗

効 いう あ  

 回 益法人 共催 開催 大 意味 あ 思い

山極 あ 生 い 地球指数 見 生物 減

い わ 実際 生物多様性 保全 際 国際的 指針 生物

多様性条約締結会議 設定 目標  

2010 Ｃ 10 愛知目標 択 2020 目標

遉 新型 影響 随 遅

Ｃ 15 明 2030 目標 択 愛知目

標 遉 顧 生物多様性 減少 食い止

積極的 回 路線 乗 いう 大 目標 い  

 

生物多様性保全 向 組  

湯   物園 動物園 博物館 立場 方 順番 尋 い 思い

生物多様性保全 向 組 生物多様性 減少 食い止 活動

生物多様性 回 活動 大 思い

い 思わ ？ 

     川 願い  

 

川   私 物園 40 前 笠原 物 保護 自生地 え戻 いう

攻 策 行 い 一方 物 虫 相互作用 研究 経験

例え いう 物 見 葉 食 虫 虫

寄生 寄生 種数 比較 自然度 高い森 人 的 作 森

明 大 遊い あ 存 多様性 高い森 最優

あ 調査 通 感 い 自然 中 生 物 例え

パ                   
 

 
 
        
 
 
 
      

 

 

コー ネーター  

湯本 貴和 京都大学名誉教授   

                  

 

川北 篤 日本植物園協

会理事

秋葉 由紀 生物多

様性委員会 チョウ計画

管理者

橋本 佳延 兵庫県立人

自然の博物館 自然・環境

再生研究部主任研究員

パネ          

川北   篤 日本植物園協会理事  

秋葉 由紀 JAZA生物多様性委員会 チョウ計画管理者  

橋本 佳延 兵庫県立人 自然の博物館 自然・環境再生研究部主任研究員  

 



- 38 - 
 

花粉 遀 虫 葉 食 虫 関 性 簡 作 あ  

 一方 20 近 調査 い 奄美大島 駆除

活 中央 戻 いう

あ 活動 続 果 い 奄美大島 最初訪問

頃 大 林 迎え 自然林 戻 い 様子 目 当

例え 林床 戻 いう う 私 見

生態系 回 都度 確認 長い目 見

活動 思い  

 

湯   物 虫 関 性 生態系 例え 花 虫 花粉媒

場所 う 遊い あ 十 解明 研究自

体 あ 進 い い あ う 既存 多様性 高

い自然 維持 い 要 感  

続い 秋葉 願い  

 

秋葉  動物園 外国産 動物 見 う 生 捕 え 持

主流 自然 破壊 個体群 崩 う 問題 現

動物園 展示 動物 動物園 繁殖 中心 う

い 生息域外保全 動物園 保護活動 行う 多 人

知 う教育 及啓 私 大 力 い

 

う 動物 う 生活 う 繁殖 行う 見

種 組 進  

最近 動物園 ワ 経験 持

い 人 集 一 目標 動い い う いう 組 盛

世界動物園水族館機構 国際自然保護連合等 Reverse the Red 赤信 灯

載 い 動物 繁殖 動物 自然 戻 組 始

い  

動物園 遀営 生 生息域外保全 い意味 地球

載 生物 減 組 感

い  

 

湯    動物園 意義 役割 い い あ 夜行性 動物 長い動物

長期間 わ 外 研究 困 妊娠期間 飼育 い

わ い 多い 生息域外保全 動物 関 解明

能性 持 い  

     続い 橋 願い  

 

橋   私 生学 専門 特 薪炭林 草原 場 い 地 山 象 研究

行 い うい 亜熱 豊 自然 高山 う 弱

非常 希少 環境 いわ 原生的 自然 遊い 人 関わ 生物多様性
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育 い 場所  

薪 生 物 副 的

地 山 利用 積極的 生物多様性 組

い場所 変わ い  

 1995 降 特 民 生態系 保全活動 活 森林保

全 統計 10 倍 い 団体 活動 い

数 頭打 減 い 傾向 あ 例え 兵庫県 阪神

淡路大震災 降 気遀 高 多 組織

25 経 高齢 進 い い 団体 活動 停止

い 結果的 地 山 保全活動 困 い  

 後 保全活動 主目的 用意 20 50 現役世 職

業 地域 生物多様性 組 関わ 施策 望 人 自然 接

業種 生物多様性 保全 献 業種 増 農林水産業 異 新

い生業 わい 生 出 生物多様性 豊 保

感  

近 観 業 学習 場 保全活動 注目 い 企業 所

土地 生物多様性 う 献 考え い

い時 い 博物館 自然 豊 場所 着目

街 一度改変 場所 い 回 い場所

い 組 い 組 い い 考え い  

 

湯   林 庁 組 山村 活性 自治体 企業 連携 森林空間

健康 観 教育 多様 活用 森林 産業 謳わ い

関 う 感 森林 限 海 山

場所 自然 回 業種 展開 い 必要 思い  

 

多 方々 参画  

湯   問い 入 い 思い 皆 い い 組

い 多 方 参画 得 自然 生物多様性 興味

人 う 巻 込 い う 人 巻 込 い

い 考え 聞 い 思い  

川 願い  

 

川   生態系 解明 い い 多 あ 多 方 研究

わ 知 明 い いう 何 要 思い

 

 私 学生時 物 い 知 い い いう

研究 始 一人 多 人 興味 持 え う 研究

果 出 及啓 い 大 20 30 長い 活

動 続 い 要 感 い  
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湯   神戸大学 健 氏 菌従属栄養 物 関 最近多 表 い

地 方 力 あ 一人 実施 無理 地 方

ワ 助 研究 い 川 言え

 

秋葉 願い  

 

秋葉  私 世 担う若い人 研究者 動物

園 企業 勤 生生物 う 状況 自然 多様

性 減 い いう 興味 持 う 必要 感

い  

 環境問題 興味 あ 女子高生 彼女 視 う

組 い 調査 表 参

時 若い子 力 感銘 う

将来勤 い うい

役 立 い いう 軟 想 思い  

動物園 動物 自然 生物多様性 興味 持 う

大 意識 組 い い 考

え い  

 

湯   山極 動物園 自然 あ 言わ

通 30 見 あ い

終わ う 3 30 う い いう

動物園 方 皆 考え 実物 動物 い いう

非常 大 最大限 活用 う 例え 学校 教師 教

育委員会 方 交え 組 い 思い  

続い 橋 願い  

 

橋   博物館 物園 動物園 水族館 自然 大好 人 集 場所 いう

強 確 う 社会教育施設 いう側面 あ

集 場所 生物多様性 問題 自然 好 人 解決

い 社会全体 う いう機遀 高 い 多 人 出会い

互い 持 知識 知恵 経験 役 い 役割

一 思い  

 近 誰 連携 い いう 考え 際 注目 企業

思い 企業 連携 際 私 う 金 目 行

必 う あ  

20 50 現役世 方々 生活時間 大半  

    自然 接 う 機会 学 時間 楽 時間 い 

状況 あ 企業 生物多様性 自然 保護 組 来業     

中 置 い 多 人 自然 生物多様性 触 時間 少 増 

え い 思 い 企業 関わ 資金 援助 確 期待  
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多 人 生物多様性 自然 触 機会 増 いう 求 

い  

生物多様性 保全 現場 非営利 活動 展開  

多 非営利 若い世 活動 続 生活 糧 得 う  

組 作 い う 等 積極的 組 非営利 営利 境界線 曖  

い  

一方 社会制度 追い い い 例え 私 勤 い 人 

自然 博物館 立 施設 営利活動 力 問題  

持続 能 組 あ 程度 収益 必要 いう 得    

必要  

 

若い人  

湯   最後 来 担う若い人向 何 願い い 思

い 橋 願い  

 

橋   若い感性 自 好奇心 大 い 思い 自 子

長 見 思い 子供 自然 触 機会 作 い 大

思い 強制 動機付 多 自然 触 機会

作 子 好奇心 育 い い 掛 作 博物館

後 役割 思い 是非 一 ワ ワ う 活動 い

い 思い  

 

秋葉  自 何 興味 あ い人 多 い 思い う 人

博物館 物園 動物園 訪問 興味 持 い い 私

う 組 い い 思い  

後 世界 地球 若い人 場

参 い い 思い 参 人 大

一歩 思い 一 楽 環境 い う  

 

川   回 持 方 聞い 思い 段

研究者 研究 多 私 組 い 物園

い 外 信 い い 回

生 物園 組 社会 い

感 い  

 若い人 向 研究機関 あ 観察会等 参

子 葉 一枚 見 思議 喜 驚い

希望 感 是非 物園 足 遀 い い

物 一人 多 人 伝え 行 い 思い  

 

湯   私 京都 生物多様性地域戦略策定 委員長 い 最初 言

生物多様性問題 生 物 い いう 例え 企
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業 企業 社会的責任 いう範 超え 業 組

多 人 気 関心 持 状況 変わ  

 後 自然 生 物 好 方 外 多 方 う 私

作 い い い 思 い  

う あ う い  
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